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相模湾における漁業者が収集している漁海況情報の内容，

入手子段および必要性に関する聞き取り調査結果

ヰく；山 鍵・長谷川 保・大野生II多夫

Examination of information about fishing condition 

and oceanic condition which is collected by fisherman 

who work in Sagami Bay and the Sea of Sagami. 

Ken YONEYAMA,* Tamotsu HASEGAW必；＊andChi tao OHNO* 

はしがき

近王子，｛，（（（’if..は燃 illW〕 1i':il法等により＇•＇•＇，＇しい絞？：けた泌に

おかれ，タカイヂ（Iせな Jキ~；主を行う必要＇iiJがますますおまっ

ている。

このような状i)i',Fにあって， i.¥(l’ぷ経常後tえ：イじの引力

とするため， 1981・～1982＂ドに，ポ（ lii正N，にWdする，，：仰な
情報を迅速に提供するシステム作りをi] (Iリとした組織

的斜交似究1,r1ill)JJ(i江主＇）＼業（テもマ，／，（（＼討 1Ji7c情報収集{J;

i主のシステム化にi討するイ：汗究）が尖泌され，＂fiおらは
このイiii究；，r;illJJに参加した。

この1rJI究i,f,l])JJ'2:-進めていく if：で作11奈川リrr、の治fい，
ii¥＇介漁業者がどのような子 l交で↑l'i械を入子しているか，

また，その必'Zt'l''l:の｛＼＇！Stはどのくらいかという現状を

j巴 tJi＇.することが必·~となったが，これまで，これらに

iおしてまII.ぶがぬにぷH＇正したが 5がなかった。

そこで，これらについて聞きとり ，ij，司れを行ったとこ

ろ，いくつかの知＇~＂＇がnられたので幸町＇；－する。

＋論に）＼：；だち，協力していただいた漁業行にお礼q1
し｜：げる。

方 j去

弘》

llllき司1り，t/IJ交のJVJll¥Jは， 1982年3JJ 24 IIからlriJ.'F6 

J J 25 IIまでであり，調1t対象地biz（土，神奈川県）除沢一rli
からllij~il h~州ド：／il)iおMJJ；〔 11/J までのほ11 の政，f:J~でくき、っ

た｜聞の区域で，当区域内グ〕沿伴漁業者（）§£1,((l案内業ff

も含む）を対象にlllJきとり d品交をわった。 関1 1叩きJfY.りiがj炎区域および弁漁業稀士J{ljlJ漁場

i苅きとり；調査は， 1J詰きのカずし， i起きちがえをできる
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11r1き取りを行った漁業穂先1，地12<：，制査件数，漁場

および機i誌などの装備状況は表1のとおりで， 12漁業

組主Ji，延45{Lj：てGある。また，漁場イ土，聞き取りの他，

共同漁業t11i行使状おも調査（神奈川県農政音［l7J＜..康課， 1980・

1981）も参考にし，！京j1(こ概略的iこ不した。ただし，

遊説立については操業f;Z域がHJJ絡ではないので出に示し

ていない。

なお，イト誠査で向｛）IJ:!,itlJ漁業，小1＼＇！リまさ制漁業，小11；リ

！氏I丸網漁業およびノj、i＼＇）定出制漁業ーでは，各1～ 2件し
かjj)l,J1tできなかったが｜可子ljで記述した。

果結

36 

だけ少なくするため，以！！IJとして2人以上て、千jし、’

のJJ[11についてli!jき11以りをiiった。
。氏名，所属の漁協r,
of~｛i;f,, トン数，漁船の機器禁1装備状況

。漁業Hmi，試（1）~~

。収集している情報の内各，入手手段および情報源

。今後ふ討する情報の内谷および入手子段

；工お，；卒；械で使用する＂） IJ11干の釣漁業＂ c Iま，伊＼i.
1治＜：j1≪0 i立を二i：な漁場とする釣漁業， ＂i;iI；ιのj'J漁業ゲと
は， t!I般向i付ゾiな｛，f(tJ;!,'jとするがJV!申、災のことである。

また，ホi佐｛，f（！、主内Jたかは，以下においてホ遊｛，＼（＼＂とす

る。

次
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1.収集している情報の内容とその必要性

千十￥，＼（＼？定例 ~J(fo の漁業者が収渠している 'll'J報は，気象，

/fijffl,, i；魚川， 111i)lか、主で，その他漁具関係の情報も集

めている。これらの↑！？報の必安干l：の高｛誌については，

聞きとりにお付る漁業者の問答，あういは，その情報

に対する日？誌の対応の仕方l：よってえ2のとおり 3rn: 
！；行に分けた。この区分に従って，的滋の内容と漁業係

~）(!JIJ の必要性について述べみ（表 3 ）。

¥1) 気象： iJJi.だちとのllkl:i主で， Ht＼のrlrJき，強さの礼

状および予測怖

表 2 必要性の区分

1z：分 l m業字；の［ti¥浅など
高 い I o大変気にしている

o/t:J、をはらっている
ひ必安’段が高い

o f'I ＇.止で労力をさいて＇［＇1＇）•~誌を得ている

している

o必要性；は一応ある

｛氏 い｜ oあまり気L二しない

。ぁ士り必要（関心）がない

表3 漁業禄XIDJIJ1千種情報の必要性

ぬお11 I漁i1li I漁1111司

水玉~I ;jけ I I H;< 
i!J W gr, I ii山山IIf~ 

釣 。。 0 0 0 。 。 。 3 
（沿！；＇：） 。。 。。 。 。 10 

遊 耳！！、 。一 0 0 0 。 6 

~！｛＼ 1JL *"l 0 0 0 。 1 

ノト ！＼リj弐曳HJ 。 。 1 

ノj、 i\'J まき ~ti 。。 。 0 1 

車5 *'1 。。 。。 。 。 7 

大出定；亙総 。。 。。 。 OI 4 
小川定；宣銅 。。 0 0 - 。 2 

ワカメ養殖業 。 。 6 

よ也 ぉ見 割引 。。 。。 。 4 

J采
H 

。 0 0 0 - 6 

(it) 必要性の区分 .0，高い， o；普通， 。；低い，
；聞き！I'又っていないか不明i留守
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象災害の[Iiiから，）c:ifした1l¥5'UF.（科会得など）ゃれ

j臥のJill快，怖さ， fill路の的報も集めている。

すべての漁生·~;j"fi も1にわたり必嬰t門は iflj い。

(2) i毎j光： Mill， では，ノ•｝（il"¥. （漁業手？；は， rj1Ji＼）時JJci仏
も生IIりたいと希望していふが，現状では入手が剣iしい

ので、表［{Jj水il，υ了平IJillしている。），流j/1j速が主で，その
他に.;j(色の＇h'i報も集めている。

Jj( 11 • .uま，宝ソ， 奇心江主将足立た jを漁などで、必裂でIがf¥'lj
い。流1i1J｝去lt，ノトl•IJJ,弐 1JL~：：＇J 漁業， ワカメ Jlt§fliitを除く

ほとんどのif(¥i；柿Llで必喫ti：が i＼~j い。；｝（1~は， iti1イトの

釣漁業（サノミたもナれ寸l'J），遊漁およびJ；長十l;;i: ( t：に慨
もぐり）で必ι1;,l'[il：が尚く，その他で低いかまたは不明

である。

(3）漁況：治、況では，漁獲のu111i, d(r!:Jh位置，漁獲
物の秘~j'（およひ、i1i：＇川百十世を＊めており，ほとんどの漁

業税知で必要性がi：むい。

(4) mi充：市況では，各市場の水場物の毛主主主および
!iJならびに1手紙について， 1］、Ji；＇！ まさ縦，料紙および大

円lj定問制漁業てや必｝込~'[il:が高＜ , H'i械のl収集をわってい

る。

(5) 漁具： i,¥!¥Ilでは，漁獲川資材，併および校（＼，＼｛.の

しくみと使いJiについて， i三lこit!＇合の釣漁業て、必要性
が高く，情報を集めている。

2.各種情報の入手手段および情報源

表3において，高い必要性をぶした漁業税類を情報

の経強ごとにひろい111し，その入手手段および情報似

の内容を表4に示した。

なお，表 4 の入手手段は，「；~Ic」および［対外的」
という欄に分けた。 1ドIGJとは，漁業者自身が1H接気

象を観察したり，｜可業者の話をlirJいたり，テレビ・新

聞を見るなど，手段がII己の純凶にとどまるものであ

り，「対外的」とは，電話や無線などを使って積極的に

間し、合せるという対外的な行為がともなう子段である。

表4から次の結栄が外られた。

(1) 気象：情報の入手子段は，どの漁業fiHJiもテレ

ピ・ラジオ・奪行部あるいは， i玄接気象を鋭察するなど

「 Fl 己」の範怪iでの対応が可能なものが~い。ただし，

釣漁業では，無線も使われている。情報源は， tに気
象台および無線fF,jである。

(2）海況： Jj(iJ，，＼の入子手段および情報源は漁業純資（

によって異なる。沖合の釣漁業の場合，入手子段とし

ては，「ドIC」の観察の他に i対外的」な電話，無線が

使われている。的報源は， ilij:の状ill，漁業者，市j1占，

本漁業者が現場で従う言葉で，本来の；J℃色の協に透明！交の要素も含まれている。
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↑r'J械のやFm日lj漁業料~Yi別入子子段および情報源表4
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j兄

*iii：核；江（＼＊者｜’l身が，直接気象や／frj:)]lを観祭したり，漁業者に話しを

聞いたりするような情報の入手子段

日行•！（やど） ')1j1イトで操業する漁業者が，地元治以外の泌て、行う水妨げ，

以来－111'1結，宿泊などについて官民去をするところ

＊キ＊試民会場，調査Hi；世，tY大産試験場およびその；路公船

。
（注）
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1i'lおよび制ft~Jf＼と μ；ぃ範凶におよんでいる。 j鮮の状j凡だけである。

-・)j，沿岸のがj漁業，遊説（（および船i丸制漁業で、は，

入手子段が，観察，新聞と ffiC..1の範［JJ］にとどまり，

情報初日も：数少ない。

i~tfi'1J i去の入手手段は，「 l~I1ユ」の観察が主であり，情

報iJJ；（も海の状況や漁具（漁具の流れ具合，ぇ：誼j問のi'f

rグ〉状況）が多いが，漁業者Iill，むから得る場合もある。
ただし，；1}1イトの釣漁業では，入手子段として γr'ICJ 

の観察の他に f対外的」な沌：話，無線が佼われ，情報

淑もかJの状況， If.＼＼具，漁業者の他に伯， I』tit'骨｛｝が1111わ

(3) 漁況：入子千段・情報源は，漁業純~fiによる中II

呉は少ない。入手子没としては， 1!:!Jま漁業者IHJ，むの；t;f;

合いが多く，そのf配も：話も比較的多く佼われている。
また， j1[11与のがJ漁業やノJ'J~U定置緋j漁業で，無線，大11;u

5iよ法制漁業でトランシーパーが使われている。また，

沖合の釣漁業ーでは宿も情報源になっている。

っている。

(4）市況： i1l：合のき；＇）漁業で＇ 1~（援の11JlJこ電話，然高~）（

と多くの入手手段を佼っている。情報法！）(i土漁業者であ

る。他の漁業てやは， pγ按あるいは屯tii1iーを入子手段とし，

漁業折， rli；場を情報源としている。

水1~oの入手予l交は，「 i'I [:1.1の観察のみで，情報訪日は (5）漁具： 1111合のがJ漁業では，屯i¥l；，：燃料lを入子手

約（治M!:)

遊 ?,¥{¥ 

奇心 IJt S約

ノj,Jl;'!Ji¥i丸緋j

+1wまき制
刺 i司

大1¥'i定置総！

づ， 11:1！定t~WJ

ワカメ

till 1l M<J 

tfi 

表5 情報に対する漁：3走者の要望・；己；E

る・I官級の［f-j'.’子および広丸I,

: 7Ki1よ.ifitJl1J速については，県漁業調合i奇心カ＇！［＼ている場合， $.\f;おi~ でク；JI らせてほしい。大

島Ji'jj）立を含めたJJ¥.il.!1.分布図をf母校7K11f＇ょ試験場からもらいたい。

: II々 の漁場と漁獲以ーが分るのなら参〆￥；にしたい。長期予測は会IIっておきたいれ度。

: 1いらの水j))j状汎を ifi~ してもらいたい（小 1+11J；（）。

：三崎}j［白iの11Jト1の流山速を希望する。伝達は，市場て、のぬノJ：かテレビを活用してもら

えばよい。また，水深200～300mの；J<.i.1¥1＼.を生11りたい（大磯）。

三浦半1；ふ大Hふ Fillの水11，，：，流山速や黒川iJJのきしこみについて無線で流してほしい
（小IJJJJj(, 

：然j1:iJjの絞M＇の機）て〔11<.ilnt分布itヌ］）や)JijElのゆjの流111］速を知lりたい（、iよ塚）。不漁i時には，
llkl心がある。
：存業務｝ほど必裂としない。

: hiMiのJ.kil，，＼』がJJIりたい（平塚）。

）分ていは聞きにくいので）＇，i机）j[l1iの漁汎をjたしてほしい。また，静I.Yd県のシラスの漁
獲；11:とJilliねを生I！りたい（、F塚）。

なし。

: lと J~J f淑I]の仰いんがjijl｝らない。

：三111奇Hrltiの流れを知iりたい（大機）。流れの予測ができるのならば，その情報を知りたい。

：民知］予測はあった )jがよいという位皮。また，獲れるものが変っても刺綱では，すぐ

に対応できる（茅ヶ崎）。イセエどT奇跡、予測を希望する（真’総）。
: f；）語、L街戦を流してもらいたい。

：ブ1)i，（（＼郊では，房総hmiの泌況を気にしており，短期予測を望んでいる。しかし，夏
~：~J では，それほど気にしていない。不漁｜時に沖合の状況を知りたい。

漁m.：プリ漁JVJでは， y;u・ ix:1m予測を望んでいる。夏網期は，アジ・カマスの長期j予il¥ljを望
んでいる。

漁i5l：長期j予i!Iリは励みになる私u支。
iirfilt : i1l1出しH寺の水泌を流してもらいたい。

海i)l：希望は特lこないが， j湾内の流れがどうなっているのかを知りたい。

し。

（注） ( )[J..jのよ也名は， －意見が（！＇，た；也名
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段とし，漁業者；を情報ilJ;iとしている。

3.情報に対する漁業者の希望，意見

聞きとりにおいて仰られた漁海i5l情報に刈する漁業

fげの者~－~｛， ｝~；見は表 5 のとおりである。

考察

気象， lfij：況などの各段情報に情報伝達！謁係も加えて

与祭を行った。

気象：気象は，すべての漁業争，Uriで必変性が高いが，

1ri:接あるいはテレビ・ラジオ・新聞など，ほとんど子

厄に↑1'J械が入ってくる状汎にあり，通常ではさらに情

械を従供する必要はないように思わjずる。しかし，森

ー番ゃれj瓜などめ、た災当’に関係する↑む報，特にきた況や

子illリの情報伝迷がVまれる。また，気後における↑i'J報

fぷj主子段としてテレピ・ラジオ・＃Iii笥が収状として使

!l3＂れているが，二のか、迷子段は，託手、主情報の {l;jl：手

段としても有交）jなものであろう。

海流： J)(Iぷは， L：、範IJ耳の海域を操業する漁業紹烈で

必J/tl：が1%い。これらの漁業は，漁場を選択できみ条

件にあり， JK!Jalがよい漁場を i忍ぶ 1 つの指；／＇~~として佼

われているものと考えられる。特にi'I＇介の釣漁業 l：お
いては，水／Jul情報の入手予段として，ドよr:1奈の他，＇1U'.話

および無線と多くの子i段がとられており，情報源も漁

業者，社iおよび淵充船と多）Jilliにわたっている。この

ようにiri'1：？の釣d立たにおいて水悦情報Jム必要性が高
いものと忠われる。

流Jl1Ji史は，託社ーしの設；五＼吹かれなど，漁業機業との

［勾述が•Jg＼ く，漁業税務i，操業総WIなどに関係なく必要

性がI：言いようである。ただし，流［l1j速情報の入子手段

を見ると， it!11i「の釣漁業や遊漁以外の沿岸近くを主に

ぬ業する漁業船主！＇（では漁業布一 l~I ~与が 1lr:i安飢祭すること

が；i：になっており， J也先の漁具（定ii'ik:cJの/ff，刺NeJ)

の設置状汎から判断していることが多い。このように

地先漁場の流fir］速の情報入手は十分といえないにして

も漁業者自身で対応しているようである。ただし， I也

先の流出i去を予iJllJするため，他地域の流［l1Jj去情報が慾

俄＇－ tLる必要があろう。…一方， i1!11うの釣漁業てすま，；j(

品川HIXの；場合（： [¥ijじように他の漁業種対iよりも多くの

入子子段，情報源により情報を入手しており，多くの

労力をかけている。

;j(色は， i1l1合のがJ漁業，遊漁および以上U',l:で必要性

は下：jいが，手段としては，ほとんど直接漁業者自身の

1:1 l~JC/,察によっている。

漁況：主（（＼況日報は，ほとんどの漁業種類て必、要性が

おい。特に， Jilt主漁獲量と関係するため他の情報より

必ιぞt'lが高い。しかし，釣漁業，特に底魚釣漁業（底

:iiJlli古＇＇］， I氏主［制釣E総など）では，特定の仲間以外で

は情報交換を行わない傾向がみられる。これは， IAf.¥r,

が；J:::~~r'ぞI：が： <l＼いため，各自の作11 人的漁場としてf活保し

たいという立識と，公開したら釣りつくされるという

危似によるものと推察される。

一方， f丸縦f:Ji,1\＼~のように lfil遊魚を対象とする漁業，

あるいは遊会、で、は比較的公l~H されている。このように，

[lijじ釣漁業でも，対象魚，漁法が異なると漁業者の漁

i}l情報に対する扱いも異なる。そのため，今後，｛（（＼海

汎情報の収集伝達方法を検討する場合は，これらの事

を考）怠しなくてはならない。

i,＼（＼況のK1VJ予iJllJ情報についての漁業者の意見で，使

い方が分らないとか，附Jみになるね皮という回答が

あったか＼これは，長期予測情報 I~休が価値が少ない

ということではなく，むしろ予測I］精度が問題であり，

精度が高まれば操業準備や操業計ill!jに役＼1：ち，特に経

常妓棋の大きな漁業の経営戦略的なものに活用されて

いくものと考えられ，今後の研究がまたれる。

市況： jrf1合の釣漁業て叶1況日報が安＇iiされてるが，
このような情報が公i討されると， -rl:i場へのJKHb集中

および価格の｝下孫などのマイナス要［tiも考えられ，ど

のような内容をどのね度流すのか，あるいは流すべき

でないのか，今後検d'l'していく必要がある。

情報伝達手段：長期的な予ll!Iけif報については，情報

が伝達されるまでの時間をあまり気にする必要はない

が， リアルタイムの’i~況については注意する必要があ

る。気象，海おふ漁況は，少なくとも Ellll-11／：で変化し

ており，情報を有効なものとするためには，その日の

実況をその日に伝達 lることが必要である。しかし，

漁業者は，翌日ljL婦に出i:(1lすることから，その日の夕

方くらいまでに伝達夫れることが理必！と考えられる。

このことから，陸上ではテレビ，テレファックス， j向

上でおは，無料lが現状における有効な伝達手段と考えら

れる。

まとめ

1.相模湾における漁業者が収集している漁海況情

報の内容，入手手段および必要性に関する聞き取り調

査を行った。

2.各漁業積類で収集している情報は，気象，海汎

（水if.ム流f(i]j虫，水色），漁況，市況および漁具であっ

た。

3.気象情報は，すべての漁業種類で必要性が高い

が，ほとんどが漁業者自身で十分対；芯している。ただ

い台風など気象災湾関係の情報は， 十分対応できて

いないようである。



4. if1Jili'.情報のqrで， ;Jl'..il≫iは広範｝）｜｜の海域を操業す一

る漁業柄郊で必裂性がl~li い。 ifiWrJ速は，ほとんどの漁

業村知て、必l要性がI高い。ただし，沿岸i互くで保業して

い＜：，漁業村l~f[ でt，ほとんど漁業j号ド｜身の 1f[;flJ;1!'l祭な

どにより対応しているようである。水色は， ilJ＇イ？の釣
潟、茶，遊漁， J求；iw.：て、、Iおいが， f也の漁業やrt'Jmで、はfl］；い。
5.漁況情報は，各持漁業情報のr!1で最もi耐1i（のr'i!j
し寸ii'?tlであり，漁業税まえなどによっては非公開の約報
となる。漁llG情械の収集，伝達のh法については検討
する必要がある。

6.全般的に，ごく沿岸j!J:くで操業している漁業杭

獄では，各航情械を漁業者自身の純liJ/内で刈J;f：，；してい
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る場介ヵ、多く， i1!1合まで1.L；く操業している漁業的知で

は， 多くの入手子、段をもちいて多くの情報版から多制

対1の↑；ト慨を積極的に ~>I.it しており，情報収集に多くの

労力公費している。

7. リアルタイムの情報伝達として，テレビ，テレ

ファックス， ~l日以が有効と考えられる。
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